
まさひろ酒造株式会社事業実施主体

固液分離機導⼊による濃厚飼料の⾃給率向上プロジェクトプロジェクト名

現在15％程度にとどまる沖縄県内の濃厚飼料の域内⾃給率向上を⽬的としてい
る。本事業で導⼊した固液分離機で、モルトウイスキーを蒸留する際の残渣液を絞
り、固体分を飼料化する。飼料は、域内に流通させ、域外からの仕⼊れに頼ってい
る濃厚飼料との置き換えを推進していく。事業内容

令和７年度︓県内向け 200,000KG
令和８年度︓県内向け 500,000KG
令和９年度︓県内向け 700,000KG

今後の計画

最終⽬標）
Whiskeyの安定販売を⾏い、安定した濃厚飼料提供を続けられるようにする。
現状）搬出状況等
近くの牧場にて、濃厚飼料として、テストを実施してもらっている。

最終⽬標と現状

事業内容

酒類メーカーから廃液を引き取り、まさひろ酒造の固液分離機を活⽤し、液体は⾃
社メタンプラントで処理、固体分を濃厚飼料として酪農家へ販売していく。
現在域外からの仕⼊れに頼っている濃厚飼料原料が域内⽣産のものに置き換わる
ことにより、飼料価格が低下し、酪農家は家畜の飼育がしやすい環境となる。補助事業の効果

令和６年度沖縄域外競争⼒強化促進事業費補助⾦の成果概要

酒類メーカー
• ⻨芽粕の提供

まさひろ酒造
• 固液分離機を

活⽤

⻨芽残渣（液体分）
• ⾃社メタンプラ

ントで廃棄

• 濃厚飼料化
⻨芽残渣（固体分）

酪農家へ販売

• 域外の濃厚飼
料と置き換え
域内の⾃給率
向上、飼料価
格の低下

• 飼料価格の値下げ
により乳⽜の飼育
頭数増加


